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肺 炎に対す るCefdinirの 臨床的検討
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新しい経口用セフェム剤cefdinirを 肺炎患者10例 に投与し,本 剤の有効性,安 全性について検討

した。

1回 投与量100～200mgを1日3回 食後,経 口にて5～13日 間投与した。

臨床効果は著効3例,有 効6例,や や有効1例 で,有 効以上の有効率は90%で あった。

自他覚症状に副作用は認められなかったが,臨 床検査値の異常 として白血球数の減少が1例 に認

められた。
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近年の呼吸器感染症の起炎菌 としては, Streptococcus

 pneumoniae, Staphylococcus aureus などグラム陽性菌が減少

し,  Haemophilus influenzae, Branhamella catarrhalis,

Pseudomonas aeruginosa などグラム陰性桿菌の増加が指摘さ

れてい る。とりわ け,nosocomialpneumoniaや 慢性 下気道感

染症においてグラム陰性桿菌 の増加が著 しいが,community

acquiredpneumoniaで もH.influenzaeの 増加 が指摘 されて

い る1,2)。

しか し,community acquired pneumoniaの 起炎菌 として

はグ ラム陽性菌がな お重要 な地位 を占め,ま た第3世 代セ フェ

ム系抗生剤の頻 用 とも関連 して1980年 以降 は グラム陽性 菌の

分離頻度が増加す る傾向 を示 している3)。

この ような状況下 で,グ ラム陽性菌に対す る抗菌力 を維持 し

つつ,β-lactamaseに 安 定でグラム陰性菌 に も強 い抗 菌力 を

もつ経ロセ フェム剤の開発が進 んできた。

Cefdinir(CFDN)は 藤沢薬品の開発 した経 ロセフェム剤 で

あ り,好 気性 および嫌気性 のグラム陽性 菌・グラム陰性菌 に幅

広 い抗菌 スペ ク トル を有 する4}。私達 は,肺 炎の患者 を対 象に

本剤の有効性 ・安 全性について検討 したの で,そ の知見 を報告

す る。

1.対 象 お よび方 法

1.対 象

1988年5月 か ら1988年12月 まで に金 沢 大 学医 学 部付 属

病 院 第3内 科,井 波 厚 生 病院 内 科 お よ び福 井 県済 生会 病

院 内 科 に外 来 受 診 また は入院 した肺 炎患 者10例 で,治 験

の 同意 が 得 られ た もの を対 象 と した。 患者の性別は男性

3例;女 性7例 で あ った。 また,年 齢 構成 は26歳 から66

歳(平 均49.7歳)で,入 院4例,外 来6例 であった。本

疾 患 の重 症 度 と して は軽 症7例,中 等 症3例 で軽症例が

多 く,ま た 薬物 ア レル ギ ーの 既往 を持 つ もの はいなかっ

た 。

な お,重 篤 な基 礎 疾患 あ るい は合併 症 を有す るものは

対 象外 とした。

2.用 法 ・用量

試 験 薬 剤 はCFDNを1カ プセ ル 中 に100mg力 価を含有

す る カ プセ ル製 剤 を用 い,1回100mgま たは200mgを1日

3回 毎 食 後 に経 口投 与 した 。投 与 量の 内訳 は1日300mg投

与 が7例,1日600mg投 与 が3例 で あ った。投与期間は5

～13日 間 で,総 投 与 量 は1 .59か ら6.49で あった。

3.効 果 判定

臨床 効 果 は,咳 漱,喀 痰 量,最 高体温 な どの臨床症状,

胸部X線 所 見 お よび 白血 球 数,CRP,赤 沈 などの検査所

見 の 改 善 度 を 指 標 と し,担 当 医 の 判 断 に よ り著効

(excellent),有 効(good),や や有効(fair),無 効(poor)

の4段 階 で 判定 を行 った。

細 菌学 的 効果 は,本 剤 投 与前 に喀痰 か ら分離 された起

炎 菌 の 消 長 に よ り 消 失(eradicated),減 少(de-

creased),不 変(persisted),菌 交代(replaced)の4段

階 で判 定 した。 なお,投 与 前 に菌 が検 出 され,投 与御こ

喀 疾 が消 失 し,菌 の 分離 が 不能 であ った場合 は消失と判

定 した。
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4.臨 床検査

臨床検査として末梢血液像(赤 血球数,血 色素量,ヘ

マトクリット,白 血球数,白 血球分類,プ ロトロンビン

時間),腎 機能(血 中尿素窒素,血 清クレアチニン),お

よび尿検査(糖,タ ンパク,ウ ロビリノーゲン)を 薬剤

投与前,投 与中,お よび投与終了後に可能な限り実施し,

その検査値について担当医の判断により,正 常あるいは

異常の判定を行った。薬剤投与後に異常値がみられ,そ

れが投与前値に比べて悪化の傾向にあると判定された場

合は,その悪化傾向について患者の状態,既 往歴,併 用

薬,異常値の発現時期などを勘案し,薬 剤との因果関係

を判定した。

5.副 作用

本剤投与後に臨床的に副作用と認められる症状が発現

した場合は症状,程 度,発 現日,経 過,処 置など可能な

限り詳細に調査を行うこととした。また,こ れらの症状

は原則として,消 失するまで追跡調査し,消 失日を確認

することとした。

II.成 績

1.臨 床効果

本剤を投与した10例 の概要をTable1に 示 した。臨床

効果は著効3例,有 効6例,や や有効1例 で,有 効以上

の有効率は90%で あった。

2.細 菌学的効果

10例中2例 に3株 の起炎菌が分離された。その内訳は

S.pneumoniae, H. influenzae, Haemophilus parainfluen-

mの 各1株 でいずれも本剤の投与により消失 した。他

の8例では起炎菌を分離し得なかった。

3.副 作用および臨床検査

全症例において自他覚的副作用は認められなかった。

臨床検査は全症例に対して薬剤投与前後に実施されたが,

症例1に 白血球数の減少(投 与前4 ,800→ 投与終了時

2,100)が認められたのみで,他 の症例では本剤に起因す

ると考えられる臨床検査値の異常は認められなかった

(Table2)。

以下に3例 の症例について経過概要を示す。

Case2

1988年10月末より咳 ・痰を認めるようになり
,11月15

日頃より全身倦怠,鼻 汁,微 熱出現。11月19日 に来院し,

胸部X線 で右S10に 浸潤影を認めたため,本 剤を1回200

mg1日3回7日 間投与 した
。投与後3日 には浸潤影の

改善が認められ,7日 後にはほぼ消失し,投 与前に喀疾

から分離されたH.influenzaeやH.parainfluenzaeも 消

失した。検査所見や自覚症状の改善も投与後3日 から速

やかに認められたため著効と判定した
。

Case9

1988年5月6日 頃 よ り咳 ・頭 痛,16日 頃 よ り黄 色 の喀

疲 が 認 め られ,18日 よ り悪 心,食 欲 不振,20日 よ り左 胸

痛,全 身 倦 怠感,40℃ の 発 熱,血 疾 も認 め られ るよ うに

な り,21日 来 院,入 院 した。胸 部X線 上,左S6,S10に 肺

炎像 が あ り,本 剤1回200mg,1日3回 投与 開 始 した。翌

日よ り解 熱 し,胸 痛,食 欲 不 振 は2～4日 後 に,咳,疾

は6～8日 後 に消 失 。7日 後 わ ず か に残 って い た肺 炎像

は11日 後 に消 失 した。 起 炎 菌 は検 出 で きな か った が,有

効 と判定 した 。

Case10

1988年5月20日 す ぎ よ り鼻 水,咳 が あ った が薬 な しで

様 子 をみ て い た。29日 よ り悪 寒,咽 頭 痛 を認 め始 め,市

販 の薬 を服 用 した が,効 果 な く,40℃ 近 くに熱 発 す る こ

と も あ り6月3日 来 院,入 院 した。 胸 部X線 にて 右下

肺 に浸 潤影 を認 め た た め,本 剤1回100mg,1日3回 投

与 開 始 した。 投与6日 後,浸 潤 影 は 少 し残 存 す るの みで

あ った が,咳 ・痰 は軽 減 す る も消 失 せ ず,ま た微 熱 も続

いて い た ため,さ ら には5日 間 投与 を続 けた 。投 与 終 了

後,無 投 薬 で観 察 を行 っ た結 果,浸 潤 影 は4日 後 消 失 し

た が,咳 ・痰 は続 い て い た。 本症 例 は検 査所 見 の 改善 に

時間 を要 し,自 覚 症状 の改 善 は充 分 でな か っ たた め,や

や有 効 と判 定 した 。

III.考 察

今 回 の 対 象 患 者 の う ち起 炎 菌 が 同 定 され た の は2例

(20%)の みで あ っ た。Case4で はPseudomonas malto-

philiaが 分離 され た が,本 剤 は慢 性 気 管 支 炎合 併 症 で あ

り,CFDNにP.maltophiliaは 感 受 性 を有 して い な い と

され て い る に もか かわ らず,肺 炎 陰影 が改 善 した こ とか

ら,P.maltophiliaは 起 炎菌 で はな か っ た もの と考 え られ

た 。他 の7例 で は喀 疾 か ら菌 陰 性 また はnormal floraし

か 分離 で きな か った 。 マ イ コプ ラ ズマ 抗体 は検 索 しえ た

症例 で は陰性 で あ った が,白 血球 増 多 が認 め られ ず ウ イ

ル ス肺 炎 が 疑 わ れ る症例 が1例(case6)あ った 。起 炎

菌 不 明 の肺 炎 は21%か ら72%と 報 告 され て お り2),今 回

の起 炎 菌検 出率 は低 い方 であ るが,通 常 の喀 痰 培 養 だ け

しか 施行 しなか った こ とや,外 来 加療 が大 半 で1回 の 喀

疾 培 養 しか施 行 し得 なか った こ とな どが原 因 と考 え られ

る。起 炎 菌 が 同 定 さ れ た も の は,case1で はS

pneumoniaeで あ り,case2で はH.influenzaeお よ び

H.parainfluenzaeで あ っ た 。CFDNのMICは ,S.

pneumoniaeで は0.025μg/ml以 下,H.parainfluenzaeで

は0.20μg/mlで あ り,2症 例 とも外 来 加 療 で あ っ たが ,

CFDN投 与3～4日 で発 熱,咳,疾 の 自覚 症 状 の 改善 が

得 られ,5～8日 で レ線 上 の肺 炎 陰影 の消 失 を認 め,投
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与後の喀痰培養でも菌消失を認めたことより著効と判定

された。

外来加療患者が多いこともあって,10日 以上の服薬患

者が5例 あったが,こ のうち4例 は服薬後10日 以内に自

覚症状や白血球数,CRPな どは改善していたものの,胸

部レ線上浸潤陰影がわずかに残存するために投薬を継続

したものである。残る1例(case 10)は,本 剤投与によっ

て咳,疾 は徐々に減少し,7日 目のレ線像でも浸潤影は

減少したものの,微 熱が続いたために11日 間の投与がな

され,や や有効 と判定されたものである。

全体として,CFDNが 著効または有効であったのは10

例中9例 で有効率は90%で あった。CFDNの 肺炎におけ

る有効率は81.4%と 報告されており4),私達 の結果 もこ

れに相当する成績であった。さらに投与症例10例 中6例

は外来加療であるが,特 に問題なく肺炎の改善が得られ

た。

副作用は全例に認められず,臨 床検査値の異常として

白血 球 数 の軽 度 減少 を1例 に認 めた のみ であった。

以 上 の結 果 か ら,CFDNは 肺 炎 の治療 においてその有

効 性,安 全 性に加 え,外 来加 療 も可能 で あったことから

有 用 で あ る と結論 した 。
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Cefdinir (CFDN), a new oral cephem, was evaluated for its clinical efficacy and safety in 10 cases of

pneumonia.
CFDN was administered orally at daily doses of 300-600mg for 5-13days in three divided doses. The total

dose ranged from 1.5g-6.4g.

The clinical effect was excellent in 3 patients, good in 6, and poor in 1, and the clinical efficacy rate was

90%.

No side effects were observed, but mild leukocytopenia was noted in one patient.


